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土
木
学
会
の
動
き 

10
月
10
日
〜
12
日
、大
韓
土
木
学
会

（
K
S
C
E:K

orean
Society

ofC
ivil

E
n
g
in
eers

）か
ら
の
招
聘
を
受
け
て
、

韓
国
大
邱

テ

グ

市
で
開
催
さ
れ
た
K
S
C
E

の
年
次
総
会
に
参
加
し
た
。
ま
た
、
あ

わ
せ
て
2
0
0
6（
平
成
18
）年
度
土
木

学
会
環
境
賞
を
受
賞
し
て
い
る
ソ
ウ
ル

市
の
河
川
再
生
事
業
、清
渓
川

チ
ョ
ン
ゲ
チ
ョ
ン

事
業
の

現
状
を
視
察
し
た
。
こ
れ
ら
の
概
要
を

報
告
す
る
。

大
韓
土
木
学
会
年
次
総
会

2
0
0
7
年
の
K
S
C
E
年
次
総
会

は
、
韓
国
の
大
邱

テ

グ

広
域
市
のD
aeg
u

E
xhibition

and
C
onvention

C
enter

（D
aeg
u
E
X
C
O

）で
開
催
さ
れ
た
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
、「
国
の
再
発
見
と
持
続
可

能
性（R

ediscovery
ofthe

C
ountry

and
Sustainability

）」で
あ
っ
た
。J
S

C
E
か
ら
は
、本
部
か
ら
石
井
弓
夫
会

長
、
日
下
部
治
副
会
長
兼
国
際
委
員

長
、古
木
守
靖
専
務
理
事
お
よ
び
松
田

光
弘
事
務
局
参
事
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
委
員

会
か
ら
横
田
弘
幹
事
長
、中
村
光
常
任

委
員
お
よ
び
堺
孝
司
常
任
委
員
、ア
ン
サ

ン
ブ
ル
シ
ヴ
ィ
ル
の
大
橋
康
廣
団
長
、鈴
木

裕
団
員
、内
藤
博
行
団
員
お
よ
び
原
文

人
団
員
が
参
加
し
た
。

大
邱

テ

グ

広
域
市
は
、韓
国
の
東
南
部
地

域
に
位
置
す
る
、
人
口
2
5
4
万
人
の

韓
国
第
4
の
都
市
で
あ
る
。
広
域
市
と

は
、釜
山
、光
州
、蔚
山
な
ど
と
と
も
に

韓
国
に
7
つ
あ
る
自
治
体
の
一
つ
で
、

「
道
」と
同
格
の
権
限
を
持
つ
広
域
自
治

体
で
あ
る
。2
0
0
2
年
に
は
、市
内
で

サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。

ウ
ェ
ル
カ
ム
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

年
次
総
会
に
先
立
ち
、10
月
10
日
夜
、

ウ
ェ
ル
カ
ム
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ

た
。K
S
C
E
の
パ
ク
・
チ
ャ
ン
ホ（
朴
昌

浩
）会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
石
井
会
長

が
祝
辞
を
述
べ
た
。
ま
た
、
総
会
の
成

功
を
祈
念
す
る
ケ
ー
キ
カ
ッ
ト（
日
本

で
は
鏡
割
り
に
相
当
？
）が
K
S
C
E

パ
ク
会
長
、ク
ヮ
ク
・
キ
ュ
ル
ホ（
郭
決

鎬
）
次
期
会
長
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

（
写
真
1
）
。
文
化
の
違
い
？

を
感
じ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

開
会
式

10
月
11
日
の
午
前
中
に
、
開
会
式
が

開
催
さ
れ
た
。K
S
C
E
パ
ク
会
長
、
大テ

邱グ

広
域
市
の
キ
ム
・
ブ
ム
イ
ル（
金
範
鎰
）

市
長
ほ
か
関
係
者
挨
拶
の
後
、石
井
会

長
に
よ
る
基
調
講
演
〝R

estoration

of
E
n
v
iron
m
en
t
after

th
e
H
ig
h

E
con
om
ic
G
row
th
in
Jap
an

〞（
写
真

2
）
、お
よ
び
K
S
C
E
フ
ェ
ロ
ー
会
員
の

シ
ム
・
オ
ク
ジ
ン（
沈
玉

）氏
に
よ
る

基
調
講
演
〝T

h
e
P
re
se
n
t
a
n
d

F
u
tu
re
ofC
on
stru
ction

In
d
u
stry

in
K
orea

〞
が
行
わ
れ
た
。K
S
C
E
年

次
総
会
は
普
通
民
間
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
開
催
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は
J
S
C
E
の
全
国
大
会
が
大
学

で
開
催
さ
れ
る
の
と
は
大
い
に
異
な

る
。K
S
C
E
大
会
の
開
催
期
間
は
大

学
で
は
講
義
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、

費
用
は
か
か
る
が
や
む
を
得
な
い
と
い

う
こ
と
な
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

In
tern
atio
n
al

R
o
u
n
d
tab
le

M
eetin

g

（
国
際
円
卓
会
議
）

引
き
続
き
行
わ
れ
た
国
際
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
中
心
は
国
際
円
卓
会
議
で
あ

る
。
円
卓
会
議
は
、「
持
続
可
能
な
開
発

と
土
木
技
術
者
の
将
来
に
対
す
る
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、韓
国
の
ほ
か
、
日

本
、台
湾
、I
C
E（
英
国
土
木
学
会
）の

代
表
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

テ
ー
マ
は
今
年
6
月
に
台
北
で
開
催
さ

れ
た
ア
ジ
ア
土
木
学
会
連
合
協
議
会

（
A
C
E
C
C
）
主
催
に
よ
る
第
4
回
ア

ジ
ア
土
木
会
議
（4

th
C
E
C
A
R

）の
テ

ー
マ
と
同
趣
旨
で
、そ
の
と
き
採
択
さ

れ
た
「
台
北
宣
言
」の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

で
、広
島
の
土
木
学
会
全
国
大
会
に
お

け
る
円
卓
会
議
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
も

な
っ
て
い
る
。

中
国
土
木
水
利
工
程
学
会（
台
湾
）

の
ヤ
ン
・
ヨ
ン
ビ
ン（
楊
永
斌
）
会
長
か

ら
は
、土
木
技
術
は
常
に
社
会
の
隅
々
ま

で
か
か
わ
っ
て
お
り
、土
木
技
術
者
は
広

い
視
野
を
も
っ
て
い
る
。し
た
が
っ
て
土
木

技
術
者
は
積
極
的
に
地
球
温
暖
化
防

止
や
京
都
議
定
書
の
実
現
な
ど
持
続
可

能
性
に
関
連
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か

大
韓
土
木
学
会（
K
S
C
E
）年
次
総
会
参
加
報
告

協
定
学
協
会

古
木
守
靖
（
フ
ェ
ロ
ー
会
員
　
土
木
学
会
専
務
理
事
）
／
松
田
光
弘
（
正
会
員
　
土
木
学
会
事
務
局
）

写真2 石井会長による基調講演

写真1 ケーキカット

写真3 国際円卓会議を終了して
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わ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

日
本
か
ら
は
日
下
部
治
副
会
長
よ

り
、
人
口
減
少
下
の
土
木
技
術
、
特
に

地
域
・
都
市
経
営
の
あ
り
方
と
、資
源
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
制
約
な
ら
び
に
C
O
2

排
出

制
約
下
の
土
木
技
術
に
関
し
て
土
木
学

会
の
検
討
結
果
を
も
と
に
今
後
の
展
開

を
提
唱
し
た
。

韓
国
か
ら
は
国
際
委
員
長
の
ソ
ン
・

ハ
ウ
ォ
ン（
宋
河
原
）教
授（
ヨ
ン
セ
イ
大

学
）か
ら
、韓
国
に
お
け
る
こ
の
課
題
に

関
す
る
取
組
み
、特
に
政
府
が
定
め
た

「
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
国
家
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン
」に
沿
っ
て
持
続
可
能
性
の
追

求
に
対
す
る
土
木
技
術
の
貢
献
可
能

性
が
紹
介
さ
れ
た
。

そ
の
後
活
発
な
意
見
発
表
、討
議
が

行
わ
れ
、持
続
可
能
性
に
関
す
る
土
木

技
術
者
の
貢
献
が
不
十
分
で
は
な
い
か

と
の
問
題
提
起
に
関
し
て
、教
育
を
さ

ら
に
広
範
で
魅
力
的
に
す
べ
き
と
か
、土

木
の
仕
事
の
広
報
が
不
十
分
で
あ
る
と

か
、土
木
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
悲
観
的

な
コ
メ
ン
ト
も
あ
っ
た
が
、今
後
さ
ら
に

ア
ク
シ
ョ
ン
に
結
び
付
け
る
べ
く
3
学
会

を
中
心
に
引
き
続
き
議
論
を
深
め
る

こ
と
と
し
た（
写
真
3
）。

日
韓
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
セ
ミ
ナ
ー

J
S
C
E
は
、
国
際
貢
献
活
動
と
し

て
、
協
力
協
定
を
締
結
し
て
い
る
海
外

学
協
会
と「
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
て
い
る
。K
S
C
E
と
の
間
で
は
、

過
去
に
2
0
0
3
年
10
月（
大
邱
市
、テ

ー
マ：

コ
ン
ク
リ
ー
ト
）、2
0
0
6
年
9

月（
草
津
市
、テ
ー
マ：
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）、

2
0
0
6
年
10
月（
光
州
市
、テ
ー
マ：

複
合
構
造
）が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
回

は
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト：

技
術
開
発
の
動

向
と
今
後
の
展
望
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
委
員
会
に

よ
り
開
催
さ
れ
た
。

J
S
C
E
、K
S
C
E
と
と
も
に
3

名
ず
つ
の
講
師
が
参
加
し
、
堺
孝
司
常

任
委
員
は
「T

h
e
N
ew
C
en
tu
ry
of

C
oncrete

T
echnologies-Introduction

ofE
nvironm

entalA
xis

」、
中
村
光
常

任
委
員
は「N

on
lin
ear
A
n
aly
sis
to

E
valuate

D
am
age
ofR
C
Structures

D
ue
to
E
arthquake

」、横
田
弘
幹
事

長
は「JSC

E
R
ecom

m
endations

for

D
esig
n
an
d
C
on
stru
ction

ofH
ig
h

写真5 シヴィルハーモニー（KSCE会員）と
の共演

写真6 アンサンブルシヴィル（JSCE会員）
の演奏

アンサンブルシヴィル（Ensemble

Civi l、以下EC）の海外演奏機会は

1995年の英国ICE招待以来今回が2度

目である。KSCEから会期も差し迫っ

た9月に晩餐会オープニングでの演奏

招待の打診があり、先方の予算の制約

などからバイオリン鈴木、原、ヴィオラ

大橋、チェロ内藤4名の弦楽四重奏で

対応することにした。

晩餐会はEXCOの大きなコンベンシ

ョンホールに8名の円卓が50卓、正面

中央に特設ステージが配置された会

場で11日夕刻から始まった。KSCE朴

会長の開会挨拶の後、静かで厳粛な

調べを醸しだすバッハ「アリア」から演

奏を始めた。2曲目は明るく軽快なテ

ンポ感のあるモーツァルト「喜遊曲

K136」を演奏し、会場から盛大な拍

手喝采をいただいた。われわれの演

奏後KSCE男声合唱団シヴィルハーモ

ニー（Civil Harmony）（以下CH）が

「慕情」など2曲を歌った。3曲目は韓

国の歌「白頭山の想い」をECの伴奏

でジョイント演奏し会場は最高潮に盛

り上がり、参加者の多くが国際交流を

肌で感じた瞬間であった。

開会前夜に歓迎レセプションが

EXCOロビーで行われたが、予定には

なかった飛び入りの演奏を申し出て、

モーツァルト「アイネ･クライネ･ナハトム

ジーク」ほか40分演奏しこちらも大好

評だった。

現在15名からなるECは土木学会創

立80周年の前年1993年に結成し、練

習は春秋の合宿のみである。約40名

の韓国CHは2002年で、練習はプロの

指揮者について毎週行っている。CH

リーダーの李聖哲東国大学教授とは滞

在期間中大いに意見交換し、交流は

今後も続けたいことで一致した。21世

紀は文化を付加すべき時代といわれ

ている。日韓の土木学会がECやCH

を有していることは世界の土木学会の

文化面で先進国かも知れない。土木

のcivilはmilitaryの反意語でもある（写

真5、6）。

JSCEアンサンブルシヴィルとKSCEシヴィルハーモニーとのコラボレーション
アンサンブルシヴィル リーダー フェロー会員　大橋康廣

写真4 ジョイントセミナー
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P
erform

an
ce
F
ib
er
R
ein
forced

C
em
entC

om
posite

w
ith
M
ultiple

F
ine
C
racks

」と
題
す
る
講
演
を
行
っ

た
。
講
師
と
会
場
と
の
間
で
は
盛
ん
な

質
疑
が
行
わ
れ
、
両
学
会
に
と
っ
て
意

義
深
い
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
（
写
真
4
）。

K
S
C
E
晩
餐
会

10
月
11
日
夜
に
、K
S
C
E
晩
餐
会

が
開
催
さ
れ
た
。J
S
C
E
全
国
大
会

の
交
流
会
と
は
異
な
り
、
着
席
で
の
デ

ィ
ナ
ー
形
式
で
あ
る
。K
S
C
E
パ
ク
会

長
の
開
会
挨
拶
、
来
賓
と
協
賛
企
業
の

紹
介
の
後
、晩
餐
会
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
J
S
C
E
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
シ
ヴ
ィ

ル（
弦
楽
四
重
奏
）と
K
S
C
E
シ
ヴ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー（
男
声
合
唱
）そ
れ
ぞ
れ

の
単
独
演
奏
、
お
よ
び
こ
れ
ら
二
つ
の

団
体
に
よ
る
史
上
初
の
合
同
演
奏
が

行
わ
れ
、
大
喝
采
を
浴
び
た
。
演
奏
内

容
や
背
景
に
つ
い
て
は
、ア
ン
サ
ン
ブ
ル

シ
ヴ
ィ
ル
の
大
橋
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
別

記
事
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ま
た
、も
う
一
つ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

し
て
、女
性
バ
ン
ド「Shine

」に
よ
る
演

奏
が
あ
り
、こ
れ
も
特
に
若
い
参
加
者

層
に
好
評
で
あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
彼

女
た
ち
は
土
木
技
術
者
で
は
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。

清
渓
川

チ
ョ
ン
ゲ
チ
ョ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
2
0
0
6（
平

成
18
）年
度
土
木
学
会
環
境
賞
を
受
賞

し
た
環
境
改
善
の
優
等
生
事
業
で
あ

り
、土
木
学
会
誌
に
お
い
て
も
2
0
0
6

年
12
月
号
72
〜
73
頁
に
紹
介
済
み
だ

が
、今
回
ソ
ウ
ル
市
役
所
の
ポ
ー
ル
・
ゴ
ク

ジ
ュ
ン
・
マ
交
通
施
設
課
長
に
、2
0
0

5
年
に
行
わ
れ
た
交
通
調
査
の
解
析
結

果
を
中
心
に
最
近
の
情
勢
を
お
聞
き
し

て
き
た
の
で
紹
介
す
る
。

（
1
）背
景（
採
用
し
た
施
策
の
概
要
）

清
渓
川

チ
ョ
ン
ゲ
チ
ョ
ン

再
生
計
画
最
大
の
困
難
は
、

当
時
都
心
で
あ
る
清
渓
川

チ
ョ
ン
ゲ
チ
ョ
ン

地
域
に
展

開
し
て
い
た
ス
ラ
ム
の
ご
と
き
商
店
の
移

転
再
開
発
と
、
清
渓
川

チ
ョ
ン
ゲ
チ
ョ
ン

上
空
を
覆
っ
て

い
た
高
架
道
路
と
平
行
す
る
平
面
道

路
上
あ
わ
せ
て
1
日
17
万
台
の
交
通
を

ど
う
す
る
か
で
あ
っ
た
。17
万
台
の
内
訳

は
6
万
台
が
平
面
道
路
、11
万
台
が
高

架
道
路
利
用
で
、17
万
台
の
約
53
％
が

通
過
交
通
で
あ
っ
た
。
ソ
ウ
ル
市
が
と
っ

た
施
策
は
①
交
差
点
改
良
、連
結
道
路

建
設
な
ど
道
路
交
通
容
量
増
大
、②
交

通
規
制
、
駐
車
規
制
、
信
号
制
御
の
改

善
、
迂
回
路
整
備
な
ど
の
交
通
施
策
、

③
大
量
交
通
機
関
整
備（
地
下
鉄
、
バ

ス
再
編
と
ス
マ
ー
ト
カ
ー
ド
導
入
、
バ
ス

レ
ー
ン
導
入
）、
④
交
通
の
迂
回
な
ど
市

民
へ
の
広
報
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
バ
ス

路
線
道
路
の
整
備
は
本
年
ま
で
事
業
が

続
い
て
い
た
が
こ
の
た
び
完
了
し
た
と
の

こ
と
。
こ
の
よ
う
な
道
路
の
整
備
に
よ

り
、交
通
容
量
は
10
〜
15
％
増
大
し
、ま

た
信
号
機
の
管
制
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に

よ
り
10
〜
15
％
の
改
善
が
図
ら
れ
、
合

計
20
〜
30
％
の
容
量
増
加
を
み
た
と
考

え
て
い
る
と
胸
を
張
っ
て
い
た（
図
1
）。

図1 都心および関連道路の整備

体 

体 

体 

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 

（km/h） 

月 月 月 月 月 月 月 月 月 

千
人
／
日
 

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 

千
人
／
日
 

図2 清渓川地区の走行速度

図3 都心における公共交通機関の利用者増加
（図1～3はソウル市交通施設課資料と土木学会韓国分会で訳したもの）
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（
2
）交
通
調
査
の
結
果

清
渓
川

チ
ョ
ン
ゲ
チ
ョ
ン

事
業
完
成
後
行
わ
れ
た
交

通
量
調
査
結
果
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

ま
ず
都
心
清
渓
川

チ
ョ
ン
ゲ
チ
ョ
ン

地
区
に
出
入
り

す
る
自
動
車
交
通
は
19
万
5
千
台（
2

0
0
2
年
）か
ら
14
万
9
千
台（
2
0
0
5

年
）へ
と
4
万
6
千
台
、約
24
％
減
少
し

て
い
る
。
都
心
の
混
雑
を
嫌
っ
て
自
動
車

で
の
乗
り
入
れ
を
避
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。

ま
た
都
心
の
道
路
に
限
っ
て
い
え
ば
、

工
事
中
と
比
べ
て
若
干
走
行
速
度
が
上

が
っ
て
い
る
が
、高
架
道
路
撤
去
前
に
比

べ
る
と
下
が
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
た
だ
し

朝
の
走
行
速
度
が
19
km
／
h
程
度
で
あ

る
の
に
対
し
て
、昼
や
夕
方
の
速
度
は
10

〜
15
km
／
h
と
極
端
に
低
下
し
て
い
る

こ
と
に
特
徴
が
あ
る
が
、こ
れ
は
夕
刻
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
業
務
交
通
に
よ
る
と
の

説
明
で
あ
っ
た（
図
2
）。

結
局
人
々
は
通
勤
な
ど
に
は
自
動
車

で
都
心
地
域
に
入
る
こ
と
を
あ
き
ら

め
、バ
ス
、地
下
鉄
を
利
用
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。バ
ス
利
用
者
は
03
〜
05
年
の
間

に
平
均
13
％
の
増
加（
9
月
で
比
較
す

る
と
20
％
増
）、地
下
鉄
も
同
じ
期
間
平

均
で
1
％
、9
月
で
比
較
す
る
と
4
％
の

増
加
を
み
て
い
る
と
い
う（
図
3
）。

（
3
）ま
と
め

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
確
か
に
ソ
ウ
ル

都
心
を
再
生
し
、
都
心
に
人
が
帰
っ
て

き
た（
写
真
7
）。
ま
た
当
然
な
が
ら
資
産

価
値
の
上
昇
を
も
た
ら
し
、河
川
周
辺

の
資
産
の
保
有
者
に
と
っ
て
大
変
評
価

が
高
い
と
の
こ
と
。
清
渓
川

チ
ョ
ン
ゲ
チ
ョ
ン

周
辺
の
平

均
走
行
速
度
は
、高
架
道
路
撤
去
前
の

レ
ベ
ル
ま
で
は
回
復
し
て
い
な
い
が
、地
下

鉄
、バ
ス
利
用
者
の
代
替
交
通
手
段
が

整
備
さ
れ
、
都
心
の
歴
史
的
、
自
然
環

境
が
回
復
、創
成
さ
れ
た
こ
と
は
高
く

評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
道
路
交
通
、
特

に
業
務
交
通
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
印

象
も
否
め
ず
、
も
う
少
し
詳
し
い
デ
ー

タ
収
集
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

マ
課
長
に
現
下
の
交
通
施
設
課
最
大

の
関
心
事
は
？

と
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
交

通
需
要
抑
制
（T

raffic
D
em
and

C
ontrol

）」で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

東
京
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
広
い
街
路

を
有
す
る
ソ
ウ
ル
で
あ
る
が
、全
体
と
し

て
は
渋
滞
対
策
が
依
然
と
し
て
課
題
と

な
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

写真7 現在の清渓川

新年より土木会館内は全面的に
禁煙となります

―喫煙場所として1階ウッドデッキを改装しましたのでご利用ください―

非喫煙者の受動喫煙による健康阻害が社会問題となって時久しく、この間、健康増進法（平

成14年法律第103号）施行などもあって、広く分煙化対策が進められてきました。

土木学会においてもロビー以外は禁煙となっていますが、ロビー含め全館禁煙を望む声が

多く寄せられています。

このため、館内の完全分煙化（喫煙室設置）を検討してきましたが、十分なスペースがない

ことなどから館外（1階ウッドデッキ）に喫煙スペースを設置するとともに、新年1月より全館

禁煙とすることといたしました。

会員ならびに来館者には、ご理解ご協力をお願いいたします。

お知らせ


